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本製品は 国家検定付き （特定計量器） です。 

計量法により２年に１度の定期検査が義務づけられています 
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本製品が正常に動かない、故障していると考えられる現象が発生したときは、 
当社の営業課までご連絡ください。 
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使用上のご注意 

本書はご使用の前によくお読み下さい。また、大切に保管をお願いします。 
 
  本書に使われているマークの意味は次の通りです。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感電防止の為、アース端子は必ず接地して下さい。 

！
警告 

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷など人体に重大な危険

を及ぼす可能性がある行為に対して示されます。 

その注意に従わなかった場合、けがを負う恐れのある行為、または 
機器の損傷につながる行為に対して示されます。 

注意 

！

！
警告 

電源ケーブルを差し込む前に、必ず電圧が本器の定格と合っているか

確認して下さい。 ！
警告 

ケースを分解しないで下さい。感電や故障の原因となります。 
！
警告 

以下のような場合は、直ちに電源スイッチを切ってコンセントから差

し込みプラグを抜き、当社の営業営業課までご連絡ください。 
●異臭がしたり煙が出たりした場合 
●指示計または秤量部内部に水や異物が入った場合 
●電源を入れても指示計の表示が出ない、または時々消える場合。 

！
警告 

禁止 

してはいけない禁止内容です。 
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電源についての下記警告を厳守ください。 
！
警告 
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機器を使用する際の下記警告を厳守ください。 
！
警告 
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● 周囲温度－５℃～３５℃の範囲でご使用下さい。 
● 直射日光の当たる場所は避けて下さい。 
● 振動、衝撃のある場所に設置しないで下さい。 
● 磁気や電磁波を発生する機器の付近には設置しないで下さい。 

 
 
  
 
 
 
  
 
 

停電時は電源を入れなおしてください。 

設置場所が適切か確認して下さい。 
 ！

注意 

！
注意 

！
注意 

秤量部について下記の注意事項をお守りください。 
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！
注意 

秤量部について下記の注意事項をお守りください。 
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保守について下記の注意事項をお守りください。 
 ！

注意 
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 １．各部の名称と機能          

 
１－１．指示計 前面パネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ① 重量表示部 
   計量した正味重量を表示します。測定範囲を超えるとオーバー（ｏＬ）表示します。 
 
 ② 総重量表示部 
   総重量を表示します。測定範囲を超えるとオーバー（ｏＬ）表示します。 

設定中は、それに対応した表示を行います。 
 
 ③ 風袋表示部 
   風袋重量を表示します。ファンクション設定で表示内容を切替えることができます。 
   設定中は、それに対応した表示を行います。 
 

１

２ ３

４

５ ６
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 ④ 状態表示部 
   ゼロ ：総重量の値がゼロで、さらに目量の±１／４以内の時に点灯します。 
   安定 ：重量表示が安定している時に点灯します。 
   風袋引 ：風袋引き、または固定風袋引きされている時に点灯します。 
   水分引 ：水分引きされている時に点灯します。 
   ホールド ：重量表示が固定している時に点灯します。 
   設定中 ：設定中の時に点灯します。 
 
 ⑤ 判定表示部 
   コンパレータ機能の比較結果を表示します。 
 
 ⑥ キースイッチ部 
   ゼロ ：現在の総重量値が、ひょう量の±２％以内であれば表示をゼロにします。 
   風袋引き ：載せた重量値で風袋引きを行い、計量値をゼロにします。（ﾜﾝﾀｯﾁ風袋引き） 
   ON／OFF ：表示をＯＮ／ＯＦＦします。内部の電源は切断されず、通電状態になって 
         います。 
   上限 ：コンパレータの上限値を表示します。 
   固定風袋 ：固定風袋値を表示します。 
   コード ：コードＮｏ．を表示します。（０～９９） 
   下限 ：コンパレータの下限値を表示します。 
   水分引率 ：水分引きの値を表示します。（０．０～９９．９％） 
   変更 ：各設定値を変更する時に押します。 
   年月日 ：年月日を表示します。 
   時分 ：時分秒を表示します。 
   ＋印字 ：合計値に計量値を加算します。＋の計量値をプリンタへ出力します。 
   －印字 ：合計値から計量値を減算します。－の計量値をプリンタへ出力します。 
   ホールド ：計量値を固定します。 
   紙送り ：一体型プリンタオプションを付けた場合に有効です。 
   合計 ：合計値を表示します。 
   設定 ：設定値を変更後、値を確定します。 
   テンキー ：設定変更時に使用します。 
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１－２．指示計 後面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑦ 電源ケーブル導入口 
   ＡＣ１００Ｖ電源ケーブルが接続されています。 
 
 ⑧ ロードセルコネクタ 
   計量部（ロードセル）からのケーブルを接続します。 
 
 ⑨ データケーブル引込み口 
   ＲＳ－２３２Ｃ、Ｉ／Ｏなどのオプションケーブルを引込みます。 
 適用電線外径Φ４～Φ８ 
 
 

７ ８ ９

AC:IN LOAD CELL DATA OUT 

ケース止めビス 
６ケ 
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１－３．指示計 内部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑩ トランス 
   ＡＣ電源を変換して基板に供給します。 
 ⑪ ヒューズ 
   ０．５Ａのタイムラグヒューズが内蔵されています。 
 ⑫ メイン基板 
 ⑬ 専用シリアル端子：専用のシリアル機器（プリンタ、外部表示器等）を接続します。 
   ※一体型プリンタ付きの場合は外部機器を接続できません。 
 
 
 
 
       データ  極性なし 
       データ 

シールド 
 ⑭ オプション基板 
   Ｉ／Ｏ基板、ＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ４８５基板を取付けます。 
 
※ ケースを開ける時は、前面と後面がケーブルで接続されていますので注意して下さい。

また閉じる時は、ケーブル等を挟まないよう注意して下さい。 

 
 

ケースを開ける時は、必ず電源ケーブルをコンセントより抜いて 
下さい。 ！

警告 

 

10

11 12 14

専用ｼﾘｱﾙ端子 

   

13

マイナスの精密ドライバーで押しなが

ら穴に線を差し込みます 

使用可能電線範囲 
単線：Φ0.4mm～Φ1.0mm 
    (AWG26～AWG18) 
撚線：0.3m㎡～0.75m㎡ 

       (AWG22～AWG20) 
 
標準剥き線長：10㎜ 
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１－４．秤量部 

 

 
アースターミナル ：和算箱付近の  アース  シールの近くにあります。 
 
 
 

和算箱内にある和算基板には手を触れないでください。調整値が変化

して正確な計量が行なえません。 
禁止 
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 ２．据付            

 
２－１．秤量部を据え付ける前に 

 
 
 
 
 
 

2-1-1  

2-1-2   

禁止 
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２－２．秤量部の据え付け手順 
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 －２０－



 －２１－

 
２－３．指示計と秤量部ロードセルとの接続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ケーブル側コネクタ： 型番 NJW-207PF メーカー 七星技研 
 （指示計側コネクタ： 型番 NJW-207RM メーカー 七星技研） 
 
  ケーブル配線色は弊社標準の場合です。 

ロードセル 

指示計 

１ 

ロードセルコネクタ 
ピンＮｏ． 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

＋ＥＸＣ  赤 

＋ＳＥＮ  橙 

－ＳＥＮ  黒 

－ＥＸＣ  白 

＋ＳＩＧ  緑 

－ＳＩＧ  青 

シールド 

＜６線式接続＞ 

ロードセル 

指示計 

１ 

ロードセルコネクタ 
ピンＮｏ． 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

＋ＥＸＣ  赤 

－ＥＸＣ  白 

＋ＳＩＧ  緑 

－ＳＩＧ  青 

シールド 

＜４線式接続＞ 
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 ３．仕様            

 

３－１．秤量部 

 

形名 ひょう量 最小表示 皿ｻｲｽﾞ (mm) 

1000*1000      

1200*1200       LDT300F 300kg 0.1kg 

1500*1500   

1000*1000      

1200*1200       LDT600F 600kg 0.2kg 

1500*1500   

1000*1000      

1200*1200       LDT1000F 1000kg 0.5kg 

1500*1500   

1000*1000      

1200*1200       LDT1500F 1500kg 0.5kg 

1500*1500   

1000*1000      

1200*1200       LDT2000F 2000kg 1kg 

1500*1500   

 

 

３－２．指示計部 一般仕様 

 

 電源 電源電圧 ＡＣ１００Ｖ±１０％ 

  電源周波数 ５０／６０Ｈｚ 
  消費電力 最大約３０ＶＡ 
  内蔵ヒューズ ミゼット型 ０．５Ａ（タイムラグ） 
 材質／重量 ステンレス  約４ｋｇ 
 保護等級 IP67相当 ただしプリンタ（オプション）は適用外 
 外形寸法 280W×200H×98Dｍｍ（突起部含まず） 
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３－３．指示計 アナログ部 

 

 入力感度 ０．５μＶ／ｄ ｍｉｎ 

 入力範囲 ０．１ｍＶ～１０ｍＶ 

 ロードセル印加電圧 ＤＣ５Ｖ±５％ センス付き 

 ロードセル駆動能力 １２０ｍＡ（３５０Ωロードセル８個以内） 

 非直線性 ０．０１％Ｆ．Ｓ 

 入力ノイズ ±０．４μＶｐ-ｐ以下 

 Ａ／Ｄ変換方式 ⊿Σ方式 

 Ａ／Ｄ変換速度 約３０回／秒 

 内部分解能 １００００００ 

 最大表示分解能 １００００ 

 

 

３－４．指示計 表示部／操作部 

 

 表示 ７セグメント青色蛍光表示管 

  重量表示 ：文字高３５ｍｍ、６桁 

  総重量表示：文字高１１．５ｍｍ、５桁 

  風袋量表示：文字高１１．５ｍｍ、５桁 

 状態表示 ゼロ点、安定、風袋引、水分引、ホールド、設定中 

  ：蛍光表示管▽マーク 

  ＨＩ ：赤色ＬＥＤ 

  ＯＫ ：緑色ＬＥＤ 

  ＬＯ ：黄色ＬＥＤ 

 キースイッチ ２１点 

  ＯＮ／ＯＦＦ、ゼロ、風袋引き、固定風袋、水分引率、 

  上限、下限、コード、変更 

  テンキー、設定、年月日、時分、ホールド、 

  ＋印字、－印字、合計、紙送り 

 内蔵ブザー キー入力確認音 
 設定により、コンパレータ（ＨＩ・ＯＫ・ＬＯ）判定 
 時に鳴らすことも可能 
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３－５．インターフェース／オプション 
 
   専用シリアルインターフェース（標準装備） 
  ２線式データ出力 
 プリンタ、外部表示器など専用機の接続用 
 外部入出力（オプション） 
  入力×４点 
  出力×４点（ＦＥＴリレー出力） 
 出力定格 AC130Ｖ 70mA、DC30V 70mA 以内 
 内容は設定により選択可能 
 RS-232C、RS-422／485（オプション） 
  232C、422、485の内一つを使用します。 
 一体型プリンタ（メーカーオプション） 
  計量値、合計値等を印字します。 
  感熱ロール紙使用、漢字印字 
  紙幅５８ｍｍ、巻長２２ｍ、巻径Φ３７ｍｍ 
 ※ 専用シリアルインターフェースと一体型プリンタは、どちらか片方のみ使用 
 可能です。 
 
３－６．付属品 

 

 取扱説明書 １冊 

 電源ケーブル １本（ケースに取付済み） 
 ２Ｐアダプタ １個 
 ミゼットヒューズ １個（０．５Ａ） 
 （タイムラグ） 
 ロードセルコネクタ １ケ（計量器本体ケーブルに取付済み） 
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 ４．操作方法           

 
 各スイッチの記述については、 １．各部の名称と機能  も参照して下さい。 
 
４－１．計量時の操作 
 ● 電源ケーブルをＡＣ１００Ｖコンセントに差し込みますと、オール８表示で約３秒 
 間セグメントチェックを行います。その後、重量値を表示します。 
 
 ● 表示点灯中に    を押しますと表示が消灯します。 
 
 （表示は消灯しますが、内部は通電されています） 
 
 消灯している時は    でセグメントチェックの後、重量表示します。 
 
 ● 計量する前に、総重量表示が０ｋｇであることを確認して下さい。 
 
 ０ｋｇでない場合は、   を押します。 
 
 現在の総重量値が、ひょう量の±２％以内であれば表示をゼロにします。 
 
 ● ケース等の風袋引きを行う場合は、そのケースをハカリに載せた後、    を 
 押して下さい。 
 計量値の表示が０ｋｇになります。風袋引きをクリアしたい場合は、ケースを 
 
 降ろし    を押します。 
 
 
 
 
 
  ※ 電源の瞬断・ノイズ等で異常表示になった場合は、電源ケーブルをコンセントより 
    抜き、５秒以上してから再度差し込んで下さい。 
 
 

ON 
OFF 

ON 
OFF

ゼロ

風袋 
引き 

風袋 
引き 
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４－２．計量設定値の確認、変更 

    計量に必要な設定値を確認または変更します。上限、下限、固定風袋値、水分引率 
 は現在のコード No.に登録されます。（Ｆ１２＝０の場合） 
 ● 上限値の設定                       コードＮｏ． 
 
 ①     ボタンを押します。 
 総重量／風袋 表示部が右のように 
 なります。                     上限値 
 値を確認して下さい。何も操作しなければ 
 約３秒後に通常の表示に戻ります。 
 （３秒間の表示はＦ１３の設定で変更可能です） 
 変更する場合は、値の表示中に②を行います。 
 
 ②     を押します。 
  
 ③ テンキーで値を入力します。 
 ※点滅中に１０秒以上キー入力がないと通常 
 の表示に戻ります。 
 
 ④     を押すと値を記憶し、 
 通常の表示に戻ります。 
 
 
 ● 下限値の設定 
 上限値の設定と同様に行います。 
 表示は右のようになります。 
 
 ● 固定風袋値の設定 
 上限値の設定と同様に行います。 
 ※値を入力するとワンタッチ風袋引はキャンセル 
 され、「風袋引」キーは機能しなくなります。 
 値を０にすると、「風袋引」キーは有効になります。 
 （Ｆ１４の設定に従います） 
 ※最小桁は目量に丸められます。 
 目量が５の場合、１０．０２と入力すると、１０．００になります。 
 〃    、１０．０３と入力すると、１０．０５になります。 

Ｈｉ ０   ２０．００ 
上限 

変更 Ｈｉ ０   ２０．００ 

Ｈｉ ０   ３５．９９ 

点滅 

設定 
 ０．００   ０．００ 

Ｌｏ ０   １０．００ 

ＨＵ ０   １０．００ 
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 ● 水分引率の設定 
 上限値の設定と同様に行います。 
 入力範囲は０．０～９９．９％です。 
 計算値＝（総重量－ﾜﾝﾀｯﾁ風袋値－固定風袋値）×（100－水分引率）÷100 
 計量値は、この計算値を四捨五入してから目量に丸めて表示されます。 
 目量が５の場合、四捨五入の結果が１０．０７の時、１０．０５になります。 
 〃    、四捨五入の結果が１０．０８の時、１０．１０になります。 
 
 ● コードＮｏ．の変更 
 上限値の設定と同様に行います。 
 入力範囲は０～９９です。 
 ※上限、下限、固定風袋、水分引率は、各コード別に登録されていますので、コード 
 を変更すると各設定値も呼び出されます。 
 ※上限、下限、固定風袋、水分引率を設定すると現在のコード No.に登録されます。 
 従ってコード別に各設定値を登録する時は、最初にコード No.を変更してから、 
 上限、下限、固定風袋、水分引率の必要な部分を設定して下さい。 
 ※ファンクション設定（Ｆ１２）により、登録内容を変更してある場合は、コード別 
 に登録されていない設定値は呼び出されません。 
 
 ● 年月日の設定 
 ２００５年１０月６日は右の様に表示します。 
  
 変更する場合は    を押してから、 
 
 テンキーで０５１００７と連続で押し 
 します。（２００５年１０月７日に変更する場合） 
 
 ● 時分の設定 
 １３時２５分３８秒は右の様に表示します。 
 
 変更する場合は    を押してから、 
 
 テンキーで１３２８００と連続で押し 
 します。（１３時２８分に変更する場合） 
 
 ※ 時間は２４時間表示です。 
 ※ 時計ＩＣ内蔵により、年月日時分は毎日設定する必要はありません。 
 ※ 年月日・時間設定では、ありえない数値を設定しないで下さい。 

ＳＵ ０    １２．０ 

Ｃｄ ０       ０ 

    ０５．１０．０６ 

    １３．２５．３８ 

変更 

設定 

設定 

変更 
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 ５．動作内容           

５－１．コンパレータ 
 ● 上限、下限の設定値と計量値を比較しＨＩ、ＯＫ、ＬＯの判定を行います。 
 計量値が設定値と等しい場合は、ＯＫと判定します。 
 比較対象値はＦ１８の設定によります。 
 比較動作はＦ１９の設定によります。 
 
 
 
  上限値 
 
  下限値 
 
         （時間） 
 
 
 比較動作①（F19=X0初期設定） 
 ＨＩ                               
 ＯＫ 
 ＬＯ 
 
 比較動作②（F19=X1） 
 ＨＩ                               
 ＯＫ 
 ＬＯ 
 
 比較動作③（F19=X2） 
 ＨＩ                               
 ＯＫ 
 ＬＯ 
 
 
 ※Ｆ１９の＋データの比較動作は、表示がマイナスの場合は全てＬＯ判定になります。 
 ±データの比較動作は、計量値の絶対値と比較しますのでマイナス側も判定します。 
 ※X0、X1、X2 の Xは 2桁目を示し、0、1、2は 1桁目の値を示します。 

Xの値は本設定には関係ありません。 
 

（重量）

ＯＮ 
ＯＦＦ 

ＯＮ 
ＯＦＦ 

ＯＮ 
ＯＦＦ 
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５－２．水分引き方法 
 ● 水分引きは以下の順番で計算し、表示します。 
 ① 正味重量＝総重量値－風袋値 
 ② ｛正味重量×（１００－水分引率）｝÷１００ 
 ③ 端数を四捨五入 
 ④ 計算結果を目量に丸めて表示 
 目量が５の場合、四捨五入の結果が１０．０２の時、１０．００と表示します。 
 〃    、四捨五入の結果が１０．０３の時、１０．０５と表示します。 
 
５－３．ホールド方法 
 ● 通常ホールド（F11=1 初期設定） 
  
         を押すと計量値がホールドします。 
 ただし、総重量値がＦ３７のゼロ付近値を超えていた場合に有効です。 
 ゼロ付近値の初期設定は２０目量です。 
 
 ホールド中に再度     を押すと解除します。また総重量値がゼロ付近以下 
 になると、自動的にホールド解除します。 
 
 ● 平均化ホールド（F11=2） 
  
         を押すと約２秒間平均化フィルターをかけてから、計量値をホールド 
 します。ただし、総重量値がゼロ付近値を超えていた場合に有効です。 
 
 ホールド中に再度     を押すと解除します。また総重量値がゼロ付近以下 
 になると、自動的にホールド解除します。 
 
 ● ピークホールド（F11=3） 
  
         を押すとホールドマークが点灯します。（ゼロ付近以下でも有効） 
 
 この状態から、計量値のピークを検出しその値を表示します。 
 
 再度     を押すと解除します。（ゼロ付近以下でも自動解除しません） 
 

１ 
ホールド 

１ 
ホールド 

１ 
ホールド 

１ 
ホールド 

１ 
ホールド 

１ 
ホールド 
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５－４．加算機能 
 ● 計量したものを加算し、合計を表示します。オプションの一体型プリンタを取付け 
 ると、プリントすることができます。（Ｆ４１＝２に設定） 
 
 ＜加算方法＞ 
 ① 品物をハカリに載せます。 
 
 ② 表示が安定しましたら、   を 
 押します。 
 数秒間、右のような表示をします。 
 （Ｆ１３の設定秒間） 
 ③ 品物を降ろします。 
 
 ※ Ｆ３０＝１の場合は、総重量表示がいったんゼロ付近未満になりますと、 
 次に載せたものが加算可能になります。ゼロ付近以上で印字可能です。 
 ※ Ｆ３０＝２の場合は、設定１と同様ですが、安定すると自動加算します。 
 
 ＜減算方法＞ 
 ① 品物をハカリに載せます。 
 
 ② 表示が安定しましたら、   を 
 押します。 
 数秒間、右のような表示をします。 
 ③ 品物を降ろします。 
 
 ※ Ｆ３０＝１の場合は、総重量表示がいったんゼロ付近未満になりますと、 
 次に載せたものが減算可能になります。ゼロ付近以上で印字可能です。 
 
 ＜合計表示＞ 
 
 ①     を押しますと、回数と合計値 
 を数秒間表示します。 
 
 
 ※ Ｆ１２＝１、２（回数、合計がコード別メモリに割り付けられている場合） 
 の時は、選択されているコードの回数と合計値が表示されます。 
 ※ 有効桁数は、回数=３桁、合計値=７桁です。（超えた桁はカットされます） 

９ 
+印字

Pr   １   １２．３１

加算回数 

加算重量 

６ 
-印字 

Pr   ２ － ４．２１ 

回数 

減算重量 

３ 
合計 AL  ２    ８．１０ 

回数 

合計値 
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５－５．合計値の確認／印字／消去 
 ● 合計値の確認 
  
         を押すと合計値を表示します。 
 
 数秒後に通常の表示に戻ります。 
 （表示時間はＦ１３の設定で変更可能です） 
 
 ● 合計値の印字 
 合計値を表示中に    を押すと合計値 
 
 を印字し通常の表示に戻ります。 
 
 ※この操作はＦ４１＝２、一体型プリンタを接続している場合に有効です。 
 ※Ｆ１２コード別メモリに合計値を割り当てている場合は、コード別合計値を 
 印字します。 
 ※印字内容は、Ｆ１２コード別メモリ機能の設定により、次の２種類があります。 
 ※有効桁数は、回数=３桁、合計値=７桁です。（超えた桁はカットされます） 
 
  ＜印字内容１＞ 
 Ｆ１２＝０（回数、合計がコード別メモリ 
 に割り付けられていない場合） 
 最大・最小・平均 の印字を行います。 
 
 
 
 
 
  ＜印字内容２＞ 
 Ｆ１２＝１、２（回数、合計がコード別 
 メモリに割り付けられている場合） 
 コード（ＣＤ）別の合計印字を行います。 
 
 
 
 
 
 

ＡＬ ３  ７３２．６１ 

加算回数 合計値 

ＡＬ ３  ７３２．６１ 

３ 
合計 

      001    １９．８１kg 
      002    １７．９６kgL 
      003    ２０．５５kgH 
05 年10 月07 日  17 時10 分 
総回数   ００３回 
総合計    ５８．３２kg 
 最大    ２０．５５kg 
 最小    １７．９６kg 
 平均    １９．４４kg 

C01   001    １９．８１kg 
C01   002    １７．９６kgL 
C01   003    １８．００kg 
C05   001    ２０．５５kgH 
C05   002   １９．００kg 
05 年10 月07 日  18 時17 分 
ＣＤ０１   ００３回 
 合計    ５５．７７kg 
ＣＤ０５   ００２回 
 合計    ３９．５５kg 
総回数  ００５回 
総合計    ９５．３２kg 

設定 
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 ● 合計値の消去 
  
 合計値を表示中に、 
 
 を押します。 
 
 で合計値をクリアし合計ゼロの 
 
 確認印字を行い通常の表示に戻ります。 
 
 ※ゼロの確認印字は、Ｆ４１＝２、一体型プリンタを接続している場合です。 
 ※Ｆ１２コード別メモリに合計値を割り当てている場合は、コード別合計値を 
 全てクリアします。 
 ※Ｆ３０＝１×（上位桁が１）の場合は、合計値の印字後に自動消去されます。 
 
 
 ● 合計値の表示について 
 回数が３桁の場合右のような表示になります。 
 

ＡＬ ３  ７３２．６１ 

Ｃ ＡＬ ０    ０．００ 

設定 

Ａ１２３ ４７３２．６１ 
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 ６．ファンクション設定         

 
６－１．ファンクションの表示 
 

●     で表示をＯＦＦにします。 
 
 

●     を押したまま、   を押し表示を 
 
  点灯させます。 
 

●     を先に離し、次に   を離します。 
 
 
６－２．設定方法 
 
 ① テンキーでＦ＿Ｎｏ．を入力します。 
   右側に設定値が表示されます。 

 
 ②     を押します。 

   設定値が入力可能になります。 
 
 ③ テンキーで設定値を入力します。 
 
 
 ④     を押すと設定値が記憶され、 
   次のＦ＿Ｎｏ．が表示されます。 
                        Ｃ＿Ｎｏ．      設定値 
   設定値が範囲外の場合、元の値に戻ります。 
   再度、適切な値を入力して下さい。 
 
 
 設定を終了して通常の計量表示に戻るときは、    を押して表示を 
 
 にしてから再度    を押してください。 

Ｆ １        ０ 

         

     ０     ０ 

点滅 

ON 
OFF

ON 
OFF

ON 
OFF

風袋 
引き 

風袋 
引き 

Ｆ ４        １ 

Ｆ ４        １ 

Ｆ ４        ２ 

Ｆ ５        ０ 
設定 

設定 

ON 
OFF  ＯＦＦ 

ON 
OFF
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６－３．設定値内容 
 
 Ｆ １：サブ表示選択 

下側に表示する内容を設定します。設定内容は一覧表をご覧下さい。 
  例えば、Ｆ１＝１に設定しますと、左側に総重量、右側に固定風袋値を表示します。 
 
 Ｆ ２：常時フィルター回数 
     常に有効な平均化フィルターの回数を設定します。 
  １＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 
  振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし重量変化に対する表示の追従性 
     は遅くなります。 
 Ｆ ３：安定後フィルター回数 
  表示の変化がＦ６の設定値以内になると、このフィルターが有効になります。 
     １＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 
  振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし少ない重量変化に対する表示の 

反応は遅くなります。 
 
 Ｆ ４：表示回数 
     一秒間に重量表示を更新する回数を設定します。内容は一覧表をご覧下さい。 
 
 Ｆ ５：ゼロトラッキング対象 
     ゼロトラッキングとは、ゼロ点の変化が１秒間に０．５目量以内であれば、自動的 

にゼロ点を補正する機能です。 
     設定値０＝総重量がゼロの時に機能します。 
     設定値１＝総重量または正味重量の表示がゼロの時に機能します。 
 
 Ｆ ６：安定後フィルター時間・幅 
     ２桁目＝時間（×0.2sec）  １桁目＝幅（×0.5目量） 
     安定後フィルターが働く時間と幅を設定します。 
  設定値以内の変化で安定後フィルター（Ｆ３）が働きます。 
 
 Ｆ ７：安定検出時間・幅 
     ２桁目＝時間（×0.5sec）  １桁目＝幅（×0.5目量） 
     初期値１２の設定は、重量の変化が０．５秒間に１目量以内であれば、安定と 
     判断します。 
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 Ｆ ８：比較時ブザーＯＮ設定 
 比較 
     設定値０＝ＨＩ、ＯＫ、ＬＯ、どの状態でもブザーＯＦＦ 
     設定値１＝ＬＯの時ブザーＯＮ 
     設定値２＝ＯＫの時ブザーＯＮ 
     設定値３＝ＨＩの時ブザーＯＮ 
     設定値４＝ＬＯまたはＯＫの時ブザーＯＮ 
     設定値５＝ＬＯまたはＨＩの時ブザーＯＮ 
     設定値６＝ＯＫまたはＨＩの時ブザーＯＮ 
 
 Ｆ ９：安定化フィルター 
     表示が安定になり始めるとこのフィルターが働きます。 
     この安定判断は内部固定ですので、Ｆ７の安定検出を変更しても影響ありません。 
     ０＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 
     振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし安定になり始めの表示が若干 

遅くなります。 
 
 Ｆ１０：Power ON Zero（パワー オン ゼロ） 
     ＡＣ電源を通電した後の最初の総重量表示をゼロにします。 
     ただし、その重量がひょう量の±１０％以内の時に機能します。 
  パワーオンゼロを有効にした場合、Ｆ１６：ゼロボタン保存は「０」にして下さい。 
 
 Ｆ１１：ホールド機能 
     設定値０＝ホールドの機能はありません。 
     設定値１＝総重量がゼロ付近値（Ｆ３７）以上で、［ホールド］キーを押した時の 

値で計量値表示をホールドします。 
     設定値２＝総重量がゼロ付近値（Ｆ３７）以上で、［ホールド］キーを押してから 
          約２秒間平均化フィルターをかけた後ホールドします。 
     設定値３＝［ホールド］キーでホールドマークを点灯させてから、計量値のピーク 
          を検出しその値で計量値表示します。 
 
 Ｆ１２：コード別メモリ機能 
     各コード別に何をメモリするか選択します。 
     設定値０＝上限・下限・固定風袋・水引率  をコード別にメモリ 
     設定値１＝上限・下限・回数・合計値    をコード別にメモリ 
     設定値２＝回数・合計値・固定風袋・水引率 をコード別にメモリ 
  ※メモリの割付を変えた場合、上下限など必要な設定値は全て再設定してください。 
   また合計値は消去して下さい。 
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 Ｆ１３：表示戻り時間 
     「上限」、「固定風袋」などの設定値を表示している時間（秒）を設定します。 
     「変更」中はさらに８秒長く表示します。 
 
 Ｆ１４：風袋引き機能 
     ワンタッチ風袋引きと固定風袋引きの使用方法を選択します。 

設定値０＝ワンタッチ風袋引 or固定風袋 （固定風袋優先） 
     固定風袋に値を入れるとワンタッチ風袋引きはキャンセルされ、 
     「風袋引き」キーは無効になります。 
     固定風袋を０にすると、「風袋引き」キーが使用可能になります。 
設定値１＝ワンタッチ風袋引＋固定風袋  両方有効 
     両方とも機能します。 

 
 Ｆ１５：ワンタッチ風袋値保存 
     ワンタッチ風袋引きした値を電源ＯＦＦ後も記憶させるかどうか選択します。 

設定値０= EEP_ROMに保存しない 
設定値１= EEP_ROMに保存する 

 
 Ｆ１６：ゼロボタン保存 
     ゼロ補正した値（ゼロボタン、ゼロトラッキング）を電源ＯＦＦ後も記憶させるか 

どうか選択します。 
設定値０= EEP_ROMに保存しない 
設定値１= EEP_ROMに保存する 

  保存する場合は、Ｆ１０：パワーオンゼロを「０」にして下さい。 
 
 Ｆ１７：合計値の保存 
     回数、合計値がコード別メモリに割付けられていない場合に、値を電源ＯＦＦ後 

も記憶させるかどうか選択します。 
設定値０= EEP_ROMに保存しない 
設定値１= EEP_ROMに保存する 

 
 Ｆ１８：比較対象 
     上限、下限の比較データを選択します。 

設定値上位桁(10１  ):上限値と比較するデータ  0=総重、1=正味、2＝表示 
設定値上位桁(10０  ):下限値と比較するデータ  0=総重、1=正味、2＝表示 

     ※ 正味＝風袋引き・水分引き後の計算結果＝計量値、  表示＝計量値 
       の為、１と２の設定は同じ意味になります。 
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 Ｆ１９：比較動作 
     ２桁目＝不安定時の比較   １桁目＝比較動作の選択 

２桁目（10１  ）：０＝全てのデータを常時比較します。 
 １＝ｾﾞﾛ付近を超えたデータを常時比較します。 

２＝全てのデータを安定時に比較します。 
３＝ｾﾞﾛ付近を超えたデータを安定時に比較します。 

１桁目（10０  ）：０＝＋データを比較動作①で行います。 
１＝＋データを比較動作②で行います。 
２＝＋データを比較動作③で行います。 
３＝±データを比較動作①で行います。 
４＝±データ、比較動作② 
５＝±データ、比較動作③ 

※ 比較動作①～③は、「５．動作内容 ５－１．コンパレータ」をご覧下さい。 
 
 Ｆ２０：INPUT１設定（入出力オプション基板用設定） 
     入力１の機能を設定します。 
  設定値０＝入力１は「ゼロ」キーと同じ機能 
  設定値１＝入力１は「風袋引」キーと同じ機能 
  設定値２＝入力１はワンタッチ風袋引きのクリア機能 
  設定値３＝入力１は「＋印字」キーと同じ機能 
  設定値４＝入力１は「－印字」キーと同じ機能 
  設定値５＝入力１は「ホールド」キーと同じ機能 
 
 Ｆ２１：INPUT２設定（入出力オプション基板用設定） 
     入力２の機能を設定します。 
  設定値０＝入力２は「ゼロ」キーと同じ機能 
  設定値１＝入力２は「風袋引」キーと同じ機能 
  設定値２＝入力２はワンタッチ風袋引きのクリア機能 
  設定値３＝入力２は「＋印字」キーと同じ機能 
  設定値４＝入力２は「－印字」キーと同じ機能 
  設定値５＝入力２は「ホールド」キーと同じ機能 
 
 Ｆ２２：INPUT３設定（入出力オプション基板用設定） 
     入力３の機能を設定します。 
  設定内容は、Ｆ２０、Ｆ２１と同様です。 
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 Ｆ２３：INPUT４設定（入出力オプション基板用設定） 
     入力４の機能を設定します。 
  設定内容は、Ｆ２０、Ｆ２１と同様です。 
 
 Ｆ２５：OUTPUT１設定（入出力オプション基板用設定） 
     出力１の機能を設定します。 
  設定値０＝出力１はＬＯ判定の時にＯＮ 
  設定値１＝出力１はＯＫ判定の時にＯＮ 
  設定値２＝出力１はＨＩ判定の時にＯＮ 
  設定値３＝出力１は安定時にＯＮ 
  設定値４＝[F30=0の時] 出力１は加減算時、F13の設定値の間 ON 

[F30=1,2の時] 出力１は加算完了でＯＮ、ゼロ付近以下でＯＦＦ 
  設定値５＝出力１は総重量がゼロ付近以下の時にＯＮ 
  設定値６＝出力１はホールド中の時にＯＮ 
  設定値７＝出力１は重量がオーバー表示の時にＯＮ 
  設定値８＝出力１は計量モードの時にＯＮ 
 
 Ｆ２６：OUTPUT２設定（入出力オプション基板用設定） 
     出力２の機能を設定します。 
  設定値０＝出力２はＬＯ判定の時にＯＮ 
  設定値１＝出力２はＯＫ判定の時にＯＮ 
  設定値２＝出力２はＨＩ判定の時にＯＮ 
  設定値３＝出力２は安定時にＯＮ 
  設定値４＝[F30=0の時] 出力２は加減算時、F13の設定値の間 ON 

[F30=1,2の時] 出力２は加算完了でＯＮ、ゼロ付近以下でＯＦＦ 
  設定値５＝出力２は総重量がゼロ付近以下の時にＯＮ 
  設定値６＝出力２はホールド中の時にＯＮ 
  設定値７＝出力２は重量がオーバー表示の時にＯＮ 
  設定値８＝出力２は計量モードの時にＯＮ 
 
 Ｆ２７：OUTPUT３設定（入出力オプション基板用設定） 
     出力３の機能を設定します。 
  設定内容は、Ｆ２５、Ｆ２６と同様です。 
 
 Ｆ２８：OUTPUT４設定（入出力オプション基板用設定） 
     出力４の機能を設定します。 
  設定内容は、Ｆ２５、Ｆ２６と同様です。 
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 Ｆ３０：加減算機能（印字機能） 
     加減算方法を設定します。 

２桁目（10１  ）：０＝合計印字後、合計値を自動消去しません。 
 １＝合計印字後、合計値を自動消去します。 

１桁目（10０  ）：０＝±印字ｷｰで必ず印字。 
１＝ｾﾞﾛ付近以上で１回のみ手動印字、ｾﾞﾛ付近未満を検出後、 
再度ｾﾞﾛ付近以上で次の印字が可能（2度押し防止）。 

２＝ｾﾞﾛ付近以上で安定検出後１回のみ自動印字、ｾﾞﾛ付近未満を 
検出後次の印字可能。 

 
 Ｆ３１：合計印字機能 
  設定値０=最大、最小、平均値の印字を行う。 
  設定値１=最大、最小、平均値の印字を行わない。 
 
 Ｆ３２：毎回印字内容 
  設定値０=回数と重量のみ印字。 
     設定値１～９=年月日時間と回数重量を印字し、指定した行を紙送りします。 
            設定値の値が紙送りの行数となります。 
 
 Ｆ３７：ゼロ付近設定 
  総重量表示が、この目量以下の時にゼロ付近と判定します。 
 
 Ｆ３８：ソフトウェアバージョン 
  ソフトウェアのバージョンＮｏ．を表示します。変更はできません。 
 
 Ｆ３９：テストモード 
  表示、スイッチなどのハードウェアのチェックを行います。 

設定値０=機能なし 
設定値１=表示テスト実行 
設定値２=スイッチテスト実行 
設定値３=入力信号テスト実行 
設定値４=出力信号テスト実行 

   
※     を押しますとテストを終了しＦ３９の表示に戻ります。 

 
○ 表示テスト・・・・・・オール８を表示します。 

 

Ｃ 
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   ○ スイッチテスト・・・・各スイッチを押しますと、対応する番号を計量値に表示 
                します。「ON/OFF」と「C」キーは下記動作になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○ 入力信号テスト・・・・オプション基板の各入力を ON にしますと、計量値表示       

のそれに対応する箇所を０にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＝終了 ＝１９ 

＝１２ ＝１１ ＝１０ 

＝９ ＝８ 

＝６ ＝５ ＝４ 

＝表示 OFF ＝２ ＝１ 風袋 
引き ゼロ

ON 
OFF 

上限 固定 
風袋 

水分 
引率 

コード

＝７ 下限 変更 

７ 
年月日

９ 
+印字

８ 
時分 

＝１５ ＝１４ ＝１３ ４ 
 

６ 
-印字 

５ 
 

＝１８ ＝１７ ＝１６ １ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 

３ 
合計 

２ 
紙送り

＝２１ 設定 ０ 
 Ｃ 

    １１１０ 

    １１０１ 

    １０１１ 

    ０１１１ 

入力１ＯＮ 

入力２ＯＮ 

入力３ＯＮ 

入力４ＯＮ 
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   ○ 出力信号テスト・・・・対応するスイッチを押しますと、オプション基板の各出力

を ON にします。また計量値表示の対応する箇所を１に
します。 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 Ｆ４０：専用シリアル出力内容 
  専用シリアルへ出力する値を選択します。（設定値０と２は同じ内容です） 

設定値０=計量値表示と同じ 
設定値１=総重量 
設定値２=正味重量 
設定値３=風袋重量 
設定値４=合計重量 

     設定値５=合計回数 
  
Ｆ４１：専用シリアルモード 

  専用シリアルへ接続する機種を選択します。 
設定値０＝8121モード（ストリーム） 
設定値１＝ 〃   （印字キーで一回出力） 
設定値２＝一体型プリンタ（印字キーで一回印字） 

 ※Ｆ４１を変更した場合は、いったん電源ケーブルをコンセントより抜いて下さい。 
 
 ○ 8121モード（ストリーム） 
 AD-8121型プリンタへ接続し、AD-8121の印字ボタンで印字します。 
 ○ 8121モード（印字キーで一回出力） 
 AD-8121型プリンタへ接続し、LDT指示計の＋印字ボタンで印字します。 
 ○ 一体型プリンタ（印字キーで一回出力） 
 専用の一体型型プリンタへ接続し、LDT指示計の＋／－印字ボタンで印字します。 
 

       １ １ 
ﾎｰﾙﾄﾞ 

      １０ ２ 
紙送り

出力１ＯＮ 

出力２ＯＮ 

     １００ ３ 
合計 出力３ＯＮ 

    １０００ ４ 
 出力４ＯＮ 
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 Ｆ４２：RS-232C/422/485動作 
  RS-232C/422/485へ出力する方法を選択します。 
  設定値０=ストリームモード（データを連続で出力） 
  設定値１=「印字」キーで１回出力（印字キーを押した時に一回出力） 
  設定値２=コマンドモード（コマンドを受け取ったら一回出力） 
  設定値３=受信ﾃﾞｰﾀを表示（ﾊｶﾘの重量は表示しない） 
 
 Ｆ４３：RS出力内容 
  RS-232C/422/485の出力データを選択します。（Ｆ４２＝３の時は無効） 
  設定値０と２は同じ内容になります。 
  設定値０=計量値と同じ 
  設定値１=総重量 
  設定値２=正味重量 
  設定値３=風袋重量 
  設定値４=合計重量 
     設定値５=合計回数 
 Ｆ４４：RSボーレート 
  RS-232C/422/485のボーレートを選択します。 
  設定値０=６００ｂｐｓ 
  設定値１=１２００ｂｐｓ 
  設定値２=２４００ｂｐｓ 
  設定値３=４８００ｂｐｓ 
  設定値４=９６００ｂｐｓ 
 
 Ｆ４５：RS ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長 
  RS-232C/422/485のデータビット長を選択します。 
  設定値０=７bit 
  設定値１=８bit 
 
 Ｆ４６：ストップビット 
  RS-232C/422/485のストップビットは１bit固定です。 
  設定値０：必ず０に設定して下さい。 
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 Ｆ４７：RSパリティ 
  RS-232C/422/485のパリティを選択します。 
  設定値０＝なし 
  設定値１＝偶数 
  設定値２＝奇数 
 
 Ｆ４８：RSアドレス 
  RS-232C/422/485のアドレスを選択します。 
  設定値０=ｱﾄﾞﾚｽなし 
  設定値１～99=ｱﾄﾞﾚｽ値 
 
 Ｆ４９：422／485切替 
  RS-422の（１：１接続）、（１：N接続）か RS-485を切替えます。 
  設定値０=422（１：１接続） 
  設定値１=422（１：N接続）／485 
 
 Ｆ５０：422,485／232C切替 
  RS-422/485か RS-232Cを切替えます。 
  設定値０=422,485 
  設定値１=232C 
 
 Ｆ５１：RS返信遅延時間 
     コマンドモードのとき、データの返信をさらにこの時間遅らせて送信します。 
     コマンドの受信完了後、約１０msec前後で返信データを送りますが、さらにこの 

時間遅らせて送信します。 
     RS-485（２線式）で、ホスト側が送信後すぐにラインを解放できない場合に設定 

します。 
     例）Ｆ５１＝３０に設定した場合 
       コマンドを受信完了後、約４０msec後にデータ送信します。 
         （１０msec＋３０msec＝４０msec） 
 

※422,485に設定する場合は、RSオプシ
ョン基板のジャンパーJP1 を２側にしま
す。「７．オプション」の項を参照して下

さい。 
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６－４．設定一覧 
 
Ｆｕｎｃ（０～９） 
Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 
Ｆ ０ 内部使用   
Ｆ １ ｻﾌﾞ表示選択 ０ ０=総重、ﾜﾝﾀｯﾁ風袋＋固定風袋 

１=総重、固定風袋 
 

Ｆ ２ 常時ﾌｨﾙﾀｰ回数 ３ １ ～ ９ 回 
（1=ﾌｨﾙﾀｰ弱 ～ 9=ﾌｨﾙﾀｰ強） 

Ｆ ３ 安定後ﾌｨﾙﾀｰ回数 ４ １ ～ ９ 回 
（1=ﾌｨﾙﾀｰ弱 ～ 9=ﾌｨﾙﾀｰ強） 

Ｆ ４ 表示回数 １ 0=30, 1=20, 2=13, 3=10, 4=8, 5=6 回/sec 
Ｆ ５ ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞ対象 ０ ０=総重量 

１=総重または正味重量 
Ｆ ６ 安定後ﾌｨﾙﾀｰ 

時間・幅 
４０ ２桁目 = 時間（×0.2sec） 

１桁目 = 幅 （×0.5目量） 
１２ Ｆ ７ 安定検出時間･幅 

00=常時安定  
２桁目 = 時間（×0.5sec） 
１桁目 = 幅 （×0.5目量） 

Ｆ ８ 比較時 
ﾌﾞｻﾞｰ ON設定 

０ 0=OFF    1=Lo_ON    2=Ok_ON 
3=Hi_ON   4=Lo&Ok_ON  5=Lo&Hi_ON 
6=Ok&Hi_ON 

Ｆ ９ 安定化ﾌｨﾙﾀｰ ４ ０～９ 

 
※設定値上位のゼロ表示はブランクとなります。（ゼロサプレス） 
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Ｆｕｎｃ（１０～１９） 
Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 
Ｆ１０ Power ON Zero ０ 

   
０=AC通電時にｵｰﾄｾﾞﾛを実行しない 
１=AC通電時に表示を０kgにする 
  （ひょう量の±10%以内の時実行） 

Ｆ１１ ホールド機能 １ 
 （ｾﾞﾛ付近以上 
 で有効） 

 
０=機能なし 
１=ﾎｰﾙﾄﾞｷｰを押した時の値でﾎｰﾙﾄﾞ 
２=約２秒平均化後ホールド 
３=ピークホールド 

Ｆ１２ 
※ 

コード別メモリ 
機能 

０ ０=上限・下限・固定風袋・水引率 
１=上限・下限・回数・合計値 
２=回数・合計値・固定風袋・水引率 

Ｆ１３ 表示戻り時間 ３ １～８ｓｅｃ 

Ｆ１４ 風袋引き機能 ０ ０=風袋引 or固定風袋 （固定風袋優先） 
１=風袋引＋固定風袋  両方有効 

Ｆ１５ ワンタッチ風袋

値保存 
０ ０= EEP_ROMに保存しない 
１= EEP_ROMに保存する 

Ｆ１６ ゼロボタン保存 ０ ０=EEP_ROMに保存しない 
１=EEP_ROMに保存する 

Ｆ１７ 合計値の保存 １ ０=EEP_ROMに保存しない 
１=EEP_ROMに保存する 

Ｆ１８ 比較対象 ２２ 
   

２桁目:上限  0=総重、1=正味、2＝表示 
１桁目:下限  0=総重、1=正味、2＝表示 

Ｆ１９ 比較動作 ０ ２桁目:０＝全データ、常時比較 
１＝ｾﾞﾛ付近超え、常時比較 
２＝全データ、安定時比較 
３＝ｾﾞﾛ付近超え、安定時比較 

１桁目:０＝＋データ、比較動作① 
１＝＋データ、比較動作② 
２＝＋データ、比較動作③ 
３＝±データ、比較動作① 
４＝±データ、比較動作② 
５＝±データ、比較動作③ 

 ※Ｆ１２、メモリの割付を変えた場合、上下限など必要な設定値は全て再設定してください。 
  また合計値は消去して下さい。 
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Ｆｕｎｃ（２０～２９）外部入出力オプション用 
Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 
Ｆ２０ INPUT１設定 ０ 
Ｆ２１ INPUT２設定 １ 
Ｆ２２ INPUT３設定 ２ 
Ｆ２３ INPUT４設定 ３ 
   

０=［ゼロ］キー 
１=［風袋引］キー 
２=ワンタッチ風袋引クリア 
３=［＋印字］ 
４=［－印字］ 
５=［ホールド］ 
 

Ｆ２４ － ０ － 
Ｆ２５ OUTPUT１設定 ０ 
Ｆ２６ OUTPUT２設定 １ 
Ｆ２７ OUTPUT３設定 ２ 
Ｆ２８ OUTPUT４設定 ３ 

   

０=ＬＯ 
１=ＯＫ 
２=ＨＩ 
３=安定 
４=[F30=0の時] 
   加減算時、F13の設定値の間 ON 

[F30=1､2の時] 
加減算完了で ON、ｾﾞﾛ付近以下で OFF 

５=ゼロ付近 
６=ホールド中 
７=ＯＶＥＲ 
８=計量モードの時 ON 

Ｆ２９ － ０ － 
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Ｆｕｎｃ（３０～３９） 
Ｆ３０ 加算機能 

（印字機能） 
００ ２桁目:０=合計印字後合計を自動消去しない 

１=合計印字後合計を自動消去する 
１桁目:０=±印字ｷｰで必ず印字 

１=ｾﾞﾛ付近以上で１回のみ手動印字 
ｾﾞﾛ付近未満検出後、再度ｾﾞﾛ付近 
以上で次の印字が可能（2度押し防
止） 
２=ｾﾞﾛ付近以上で安定検出後１回 
のみ自動印字。ｾﾞﾛ付近未満を検出 
後次の印字可能。 

Ｆ３１ 合計印字機能 ０ ０＝最大、最小、平均印字あり 
１＝最大、最小、平均印字なし 

Ｆ３２ 毎回印字内容 ０ ０＝回数重量のみ印字 
１～９＝年月日時間＋回数重量＋紙送り行数 
    （設定値＝紙送り行数） 

Ｆ３３ 機能なし   
Ｆ３４ 機能なし   
Ｆ３５ 機能なし   
Ｆ３６ 機能なし   
Ｆ３７ ゼロ付近 ２０ ０～９９（目量数） 
Ｆ３８ ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ表示 例）１．００ 
Ｆ３９ テストモード ０ ０=機能なし 

１=表示テスト実行 
２=スイッチテスト実行 
３=入力信号テスト実行 
４=出力信号テスト実行 
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Ｆｕｎｃ（４０～５０） シリアル／ＲＳ用 
Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 
Ｆ４０ 専用シリアル 

出力内容 
  

０ ０=計量値と同じ  ４=合計重量 
１=総重量     ５=合計回数 
２=正味重量 
３=風袋重量 

Ｆ４１ 
※ 

専用シリアル 
モード 

２ ０＝8121モード（ストリーム） 
１＝ 〃   （印字キーで一回出力） 
２＝一体型プリンタ（印字キーで一回印字） 

Ｆ４２ RS-232C/422/485 
動作 

０ ０=ストリームモード 
１=「印字」キーで１回出力 
２=コマンドモード 
３=受信ﾃﾞｰﾀを表示（ﾊｶﾘの重量は表示しない） 

Ｆ４３ RS出力内容 
（Ｆ４２＝３の

時は無効） 

０ ０=計量値と同じ   ３=風袋重量 
１=総重量      ４=合計重量 
２=正味重量     ５=合計回数 

Ｆ４４ RSボーレート ２ ０=６００ｂｐｓ 
１=１２００ｂｐｓ 
２=２４００ｂｐｓ 
３=４８００ｂｐｓ 
４=９６００ｂｐｓ 

Ｆ４５ RS ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長 ０ ０=７bit １=８bit 
Ｆ４６ ストップビット ０ ０に設定します（stop=１bit固定） 
Ｆ４７ RSパリティ １ ０＝なし １＝偶数 ２＝奇数 
Ｆ４８ RSアドレス ０ ０=ｱﾄﾞﾚｽなし １～99=ｱﾄﾞﾚｽ 
Ｆ４９ 422／485切替 ０ ０=422(1:1) １=422(1:N)／485 
Ｆ５０ 422,485／232C 

切替 
１ ０=422,485 
１=232C 

Ｆ５１ RS返信遅延時間 ０ ０～９９msec 
ｺﾏﾝﾄﾞﾓｰﾄﾞのとき、ﾃﾞｰﾀの返信をこの時間遅ら

せて送信。 
 
※Ｆ４１を変更した場合は、いったん電源ケーブルをコンセントより抜いて下さい。 
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 ７．オプション           

７－１．一体型プリンタ（OP-P） 
  ● 取付 
    メーカーオプションですので、ご購入前に指定して下さい。 
    ご購入後は、返送して頂いての追加になります。 
 ※一体型プリンタ付きの場合は、専用シリアルインターフェースは使用不可です。 
 
  ● 用紙交換方法 
   ① カバーを開ける。 
     カバーの前面両側をつかみ 
     上に持ち上げて、外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ② プリンタ側面のレバーを上げます。 
   ③ 用紙をゴムローラーの下側に 
     入れてツマミを回し、紙を出口 
     まで送ります。 
   ④ レバーを下げてから、カバーをします。 
 
 
  ● クリーニング 
   ① プラグをコンセントから抜き、電源を遮断します。 
   ② プリンタのカバーを外します。 
   ③ レバーを上げて、用紙を取り除きます。 
   ④ アルコールをやわらかい布などに付けてローラーを拭きます。 
     さらにツマミを回して汚れを拭き取ります。 
 
  ● 機能 

「５－４．加算機能」「５－５．合計値の確認／印字／消去」をご覧下さい。 
  ※Ｆ４１＝２の設定で印字します。 
 

レバー ツマミ 
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７－２．入出力基板（OP-02） 
  ● 入力４点 
    各入力を接点で COMに接続します。 
    トランジスタオープンコレクタで入力する場合は、エミッタ側を COMに接続します。 
    信号内容は、Ｆ２０～Ｆ２３で設定します。 
    ＜初期設定＞ 
   入力１＝［ゼロ］キーと同じ機能 （Ｆ２０＝０） 

入力２＝［風袋引］キー  （Ｆ２１＝１） 
入力３＝ワンタッチ風袋引クリア （Ｆ２２＝２） 
入力４＝［＋印字］機能  （Ｆ２３＝３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※接続方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入力１ 
入力２ 
入力３ 
入力４ 
COM 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ 又は     ﾘﾚｰ 

※ 端子台の６番は、アースに接続されて

います。 
※ 端子台の７番は、内部使用しています

ので、接続しないで下さい。 



 －５１－

  ● 出力４点 
    ＦＥＴリレー出力（ａ接点相当） 

最大定格：ＡＣ１３０Ｖ／ＤＣ３０Ｖ ７０ｍＡ／１点 以内 
  出力ＯＮ抵抗最大８Ω以内 
信号内容は、Ｆ２５～Ｆ２８で設定します。 

    ＜初期設定＞ 
     出力１＝ＬＯ判定の時にＯＮ  （Ｆ２５＝０） 

出力２＝ＯＫ判定の時にＯＮ  （Ｆ２６＝１） 
出力３＝ＨＩ判定の時にＯＮ  （Ｆ２７＝２） 
出力４＝表示安定の時にＯＮ  （Ｆ２８＝３） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※負荷にはサージ除去素子を付けて下さい。 
 
 
 

出力１ 
出力２ 
出力３ 
出力４ 
COM 

負荷 ﾘﾚｰ等 
(各 70mA以内) 

※ 端子台の６番は、アースに接続されて

います。 
※ 端子台の７番は、内部使用しています

ので、接続しないで下さい。 

負荷駆動電源 
 ＡＣ１３０Ｖ以内 
 または 
 ＤＣ３０Ｖ以内 

＝負荷 
＝サージ除去素子 

入力もご使用の場合は、できるだけＤＣ電源で駆動

してください。 
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７－３．ＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ４２２／４８５基板（OP-03） 
  ※ ＯＰ－０３基板は、ＲＳ－２３２Ｃ・ＲＳ４２２・ＲＳ４８５の内、何で使用するか 

を、ジャンパーピンとファンクション設定により選択します。 
   
 （１）ＲＳ－２３２Ｃで使用する場合 
  ●ジャンパーピン 

  ＪＰ１＝１側 
  ＪＰ２＝１側 
  に接続します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ●ファンクション設定 

  Ｆ５０＝１ に設定します。 
 
  ●接続 

  コンピュータへは下記のように接続します。 
      
 
                     Dsub9 ﾋﾟﾝﾒｽ 
 
 
 
 
 

 

 

 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

1 
2 

1 
2 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

1 
2 
3 
4 
5 

RXD 
TXD 

SG 
6 
7 
8 
9 

基板ｺﾈｸﾀ 
CN1 

RXD 
TXD 

SG 
DTR 

DSR 
RTS 
CTS 

○

中継端子 
（指示計ｹｰｽ内） 
端子の接続方法は 
入出力基板(OP-02) 
と同様です 

1 

2 

3 
○

○
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 （２）ＲＳ－４２２で使用する場合（４線式） 
  ●ジャンパーピン 

  ＪＰ１＝２側 
  ＪＰ２＝１側 
  に接続します。 
 
 
 
     ＪＰ３＝１側 
     ＝終端抵抗あり 
  ＪＰ３＝２側 
        ＝終端抵抗なし 
 
 
 
 
 
  ●ファンクション設定 

  Ｆ４９＝０（１：１接続の場合） 
     Ｆ４９＝１（１：N接続の場合） 

Ｆ５０＝０ に設定します。 
 
  ●接続 

         指示計ｵﾌﾟｼｮﾝ基板 
端子台 TB1        RS422機器 

      
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

1 
2 

1 
2 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

SD+ 
SD- 

GND 

指示計が終端の場合は、終端 
抵抗ありにします。 
 

RD+ 
RD- 

FG 

RD+ 
RD- 
SD+ 
SD- 

   マイナスの精密ドライバーで押しなが

ら穴に線を差し込みます 

使用可能電線範囲 
単線：Φ0.4mm～Φ1.0mm 
    (AWG26～AWG18) 
撚線：0.3m㎡～0.75m㎡ 

       (AWG22～AWG20) 
 
標準剥き線長：10㎜ 
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 （３）ＲＳ－４８５で使用する場合（２線式） 
  ●ジャンパーピン 

  ＪＰ１＝２側 
  ＪＰ２＝１側 
  に接続します。 
 
 
 
     ＪＰ３＝１側 
     ＝終端抵抗あり 
  ＪＰ３＝２側 
        ＝終端抵抗なし 
 
 
 
 
 
  ●ファンクション設定 

  Ｆ４９＝１、Ｆ５０＝０ に設定します。 
 
  ●接続 

         指示計ｵﾌﾟｼｮﾝ基板 
端子台 TB1        RS485機器 

      
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
2 

1 
2 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

SD+ 
SD- 

GND 

指示計が終端の場合は、終端 
抵抗ありにします。 
 

RD+ 
RD- 

FG 

RD+ 
RD- 
SD+ 
SD- 

   マイナスの精密ドライバーで押しなが

ら穴に線を差し込みます 

使用可能電線範囲 
単線：Φ0.4mm～Φ1.0mm 
    (AWG26～AWG18) 
撚線：0.3m㎡～0.75m㎡ 

       (AWG22～AWG20) 
 
標準剥き線長：10㎜ 
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 （４）インターフェース仕様 
 伝達方式 ：半二重 

 同期方式 ：調歩同期式 

 ボーレート ：600,1200,2400,4800,9600 bps から選択 

 データビット長 ：７、８ bit の選択 

 パリティ ：なし、偶数、奇数 から選択 

 ストップビット ：１bit 

 エンドコード ：CR＋LF 

 伝送データ ：ASCII コード 

 

 （５）動作モード 
 Ｆ４２の設定により動作を選択することができます。 

 ● ストリームモード（Ｆ４２＝０） 

   Ｆ４３に設定されたデータを出力し続けます。送信間隔は６回／秒程度です。 

   ＜フォーマット１＞（アドレスなし） 

 

 

 

 

 

   ＜フォーマット２＞（アドレス付き） 

 

 

 

 

 

 ﾍｯﾀﾞ 1     ＝OL：オーバーロード ST：安定 US：不安定 
 

 ﾍｯﾀﾞ 2     ＝NT：正味重量 GS：総重量 
 

 極性      ＝０：＋データ －：－データ 

 

 データ D1～D7 ＝００１２３４５ （小数点なし） 

 データ D1～D7 ＝０１２３．４５ （小数点付き） 

 アドレス    ＝０１～９９ （Ｆ４８の設定値） 

 

 

 

A1 A2 , B1 B2 
1 2 3 4 

, 
5 6 

ﾍｯﾀﾞ 1 ﾍｯﾀﾞ 2 

7 
C1 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 k g C 

 R L 
 F 

データ 極性 単位 ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

A1 A2 , B1 B2 
1 2 3 4 

, 
5 6 

ﾍｯﾀﾞ 1 ﾍｯﾀﾞ 2 

7 
C1 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 k g C 

 R L 
 F 

データ 極性 単位 ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
E2 E1 @ 

19 20 21 

A1 A2 

ｱﾄﾞﾚｽ 

B1 B2 

C1 
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      アドレス 

   なしの例 

 

 

 ● 「印字」キーで１回出力（Ｆ４２＝１） 

   Ｆ４３に設定されたデータを「印字」キーを押した時に一回出力します。 

   （加減算の時に一回出力） 

   フォーマットはストリームモードと同じです。 

 

 ● コマンドモード（Ｆ４２＝２） 

   ホスト（コンピュータ、シーケンサ等）からコマンドデータを受信すると、 

   指示計よりデータを返信します。 

 ※Ｆ４８＝０（アドレスなし）の場合は、アドレスを付加しないで下さい。 

 返信データもアドレスを付加しません。ただし、＠００を付加した場合のみ 

 指示計からも＠００を付加して返信します。 

 

 ＜受信＞＝ホスト→指示計 ＜動作＞＝指示計の動作 

 ＜返信＞＝指示計→ホスト 

 

 ①コマンドのみのフォーマット 

 

 

 

 

 ＜受信＞ @  0  1  R  W  CR LF ＜動作＞ F43 のデータを送信 

 ＜返信＞ ｽﾄﾘｰﾑﾓｰﾄﾞのﾌｫｰﾏｯﾄを一回送信  

 

 ＜受信＞ @  0  1  M  Z  CR LF ＜動作＞ オートゼロ 

 ＜返信＞  受信データを返信  

 

 ＜受信＞ @  0  1  M  T  CR LF ＜動作＞ 風袋引き 

 ＜返信＞  受信データを返信  

 

 ＜受信＞ @  0  1  C  T  CR LF ＜動作＞ 風袋引きクリア 

 ＜返信＞  受信データを返信  

 

アドレス（F48=0の時は不要） 
コマンド 

S T , G S 
1 2 3 4 

, 
5 6 7 

0 0 0 2 3 4 . 5 k g C 
 R L 

 F 
8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

安定 総重量 ２３４．５ｋｇ 
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 ②コマンド＋設定値のフォーマット 

 

 

 

 

 ＜受信＞ @  0  1  H  I  ,  0  1  2  3  4  5  6  CR LF 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 上限値を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  L  O  ,  0  1  2  3  4  5  6  CR LF 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 下限値を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  P  T  ,  0  1  2  3  4  5  6  CR LF 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 固定風袋値を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  S  U  ,  0  0  0  0  9  9  9  CR LF 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 水分値を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  C  D  ,  0  0  0  0  0  9  9  CR LF 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ コード No.を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  D  A  ,  0  0  5  0  7  2  6  CR LF 

   （データ例 05 年 07 月 26 日） 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 年月日を設定 

 

 ＜受信＞ @  0  1  T  I  ,  0  1  4  0  8  3  0  CR LF 

   （データ例 14 時 08 分 30 秒） 

 ＜返信＞  受信データを返信 ＜動作＞ 時分秒を設定 

 

 

 ※  0 のデータは無視します。 

 ※設定データは小数点を省いてセットして下さい。 

 例）１２．３を設定する場合、0000123 をセットします。 

 ※年月日、時分秒のデータは有効数値以外も受け付けますので注意して下さい。 

 ※動作を実行できない場合     ＜返信＞ @  0  1  I  CR LF 

 未定義コマンドを受信した場合  ＜返信＞ @  0  1  ?  CR LF 

 を返信します。 

 

アドレス（F48=0の時は不要） 
コマンド 

設定データ 7桁 
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 ８．付録            

８－１．指示計の外形 
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